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論文審査の要旨 

 

淡明型腎細胞癌では偽被膜の形成が特徴的であるが、その形成機序や偽被膜への浸潤の

意義は未だ明らかではない。本研究では、169 例の淡明型腎細胞癌症例とラット腎発癌

モデルを用いて、偽被膜への癌浸潤の意義を検討した。偽被膜浸潤は、病期の進行と相

関しており、独立した予後因子であった。ラット腎癌では、偽被膜浸潤とMMP7などの

遺伝子発現亢進が相関していた。 

 公聴会では、偽被膜浸潤が予後に影響を与える機序や、この知見の臨床応用に関する

質問がなされ、偽被膜浸潤がMMP7を介する 4型コラーゲンの分解によるもので、同様

の機序により脈管侵襲が促進され遠隔転移を招くこと、並びに、MRIなどによる画像診

断により偽被膜浸潤を術前に評価することでより的確な切除手技の選択を可能にする

など、的確な回答が得られた。 

 本研究は、腎細胞癌の偽被膜浸潤の評価が悪性度診断への臨床的有用性が高いことを

示しており、今後手術手技の選択や腎癌取り扱い規約の新たな評価因子への組み込みな

ど、臨床的な応用が期待される重要な研究である。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器病態制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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